
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国営ひたち海浜公園 

PRESS RELEASE 

 
～季節の花便り～ 

春春春ををを待待待つつつ“““コココブブブシシシののの冬冬冬芽芽芽”””ふふふさささふふふさささ   ででですすす   ！！！ 

お問い合わせ先 
〒312-0012 茨城県ひたちなか市馬渡字大沼６０５-４ 

ひたち公園管理センター企画課 穂積・田中・森下 
電話（０２９）２６５-９００５ FAX（０２９）２６５-９３３９ 

※お客様問い合わせ電話番号（029）265-9001 

ホームページ http://www.ktr.mlit.go.jp/kaihin 

謹啓 厳冬の候 皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、ひたち海浜公園では、コブシの木が、冬の日差しを浴びて銀白色に輝く「冬芽」を付けています

のでご案内いたします。 

寒さが最も厳しいこの時期、花が少なく木や草は葉を落として彩りの少ない園内ですが、西口エリア

の西池周辺のコブシの枝先には、春を待ち、成長をとめて眠りについている冬芽をご覧いただくことがで

きます。コブシの冬芽は太陽の光で銀白色に輝き、まるでふさふさしたなめらかな毛皮のコートを身にま

とったかのようです。そのやわらかな手触りを、そっと触って確かめてみてください。冬芽は 3 月中旬頃

に開いてつぼみが顔をのぞかせ、10cm 程の白い大きな花を咲かせます。 

運動不足になりがちな冬ですが、手軽で体に負担の少ないウォーキングを兼ねてゆっくりと園内散策

をしながら、コブシの冬芽をはじめとしたこの時期ならではの木々の姿を探してみるのがお勧めです。 

つきましては、皆様には御多忙中のことと存じますが、取材並びに記事掲載の程よろしくお願い申し

上げます。                                                       謹言
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この時期ならではの木々の姿を探してみませんか・・・？ 



 
 
 
 
【コブシとは】 

モクレン科モクレン属の落葉高木で、原産地は日本。丈夫で耐

寒性があり、日本各地に自生する花木です。 

コブシは、冬を越すために毛に覆われた冬芽を付け、成長をと

めて休眠し、春になるとその冬芽を割ってつぼみが出てきます。 

花は白色で 10cm 程の大きさがあり、花のすぐ下には若葉を一

枚伴います。 

また、他の花木に先駆けて咲くコブシは、古くから季節の変化を

告げる暦の役割を果たしてきたとされています。 

 

【名前の由来】 

名前の由来は、実の形が「握りこぶし」に似ることによります。 

いびつな実の形は、集合しためしべのうち、いくつかの受粉でき

ためしべの胚芽だけが成長するためとされています。 

 

【ひたち海浜公園のコブシ】 

園内では、スイセンとともに春の景色をお楽しみいただこうと、

西口エリアの西池の周囲に 13 本植栽しています。 

1 月になると、枝先に付いた冬芽がふさふさした毛に覆われ始

めます。また、3 月中旬頃には冬芽が開いてつぼみが顔をのぞか

せ、4 月上旬頃まで花が咲いています。 

 

 

【現在の状況】平成 21 年 1 月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コブシの実 

コブシの花 

コブシの冬芽 

ふさふさした毛皮をまとって春を待つ 

コココブブブシシシののの冬冬冬芽芽芽   コブシの冬芽：3月中旬まで 

コブシの花：3月中旬～4月上旬 



 

 

冬は、植物にとって過酷な季節です。地中は乾燥し、時には凍り、地上では冷たい風が吹きすさびま

す。そんな中、なんとか厳しい冬をしのごうと、さまざまな工夫をしている植物の戦略をご紹介します。 

 

例えば･･･ 

■ 一年生植物：種を残して枯れる。 

■ 多年生植物：茎や花などがなく、地面に葉を放射状にぴったりと這わせる“ロゼット葉”で越冬するも

のもある。 

■ 落葉樹：冬が来る前に低温や乾燥に耐えるため、葉を落として越冬する。 

  ※以下のものを観察すると、落葉樹の越冬の様子を知ることができます。 

「冬芽」 

夏から秋の初めにかけて生じ、冬を休眠状態で越して春になってから成長する芽のこと。サク

ラのように多数の鱗片に包まれたり、コブシのように鱗片上に多数の毛を付けるものなど、芽の

温存の仕方も多様です。 

「葉痕（ようこん）」 

落葉樹の葉が落ちた痕で、水分を通す道管や栄養分を通す師管の痕跡（維管束痕）を見るこ

とができます。 

 

このように、自分の姿を自然環境に順応させ、寒い冬を乗り切り、暖かい春が来るのを待つのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユキヤナギ 

（バラ科シモツケ属） 

ネムノキ 

（マメ科ネムノキ属） 

アジサイ 

（ユキノシタ科アジサイ属） 

ひたち海浜公園で、おもしろ｢葉痕｣＆｢冬芽｣を探してみよう！ 

木が冬を越すために落とした葉の付け根にできる「葉痕」には、水分や栄養分を通す管の痕

があります。それがまるで人や動物など生きものの顔のように見え、木によってその表情もさ

まざまです。また、顔の上に乗っているとんがり帽子のような「冬芽」にもそれぞれ特徴があ

り、葉痕や冬芽がどんな生きものの表情に似ているかを観察するのもとても面白いものです。

さあ、どんなユニークな表情に出会えるか、冬ならではのおもしろ｢葉痕｣＆「冬芽」を探し

に、公園散策に出かけてみませんか。 

寒い季節をどのように乗り切るか！？ 

植植植物物物のののおおおもももしししろろろ戦戦戦略略略「「「冬冬冬ををを越越越すすす工工工夫夫夫」」」   

どんな生きものの表情に見えますか？



 

コブシの冬芽 平成 21 年 1 月 27 日撮影 


